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ITA 学園の学校生活の様子をお届け致します！（令和６年度 10 月～3 月） 

10/26（土）【 令和 6 年度 RITA 学園高等学校 夢プロジェクト（交流行事 1 日目） 】 

本校一大イベント「夢プロジェクト」が善通寺市の四国学院大学にて開催され、全国の RITA 生が集まりました。 

初めに「応援サポート企業との繋がり～各地で活躍する卒業生～」として、卒業生が就職した仁尾興産株式会社 

代表取締役 塩田 健一様にご講演いただきました。その後、企業に訪問し利他的な活動を探した「Let‘s find 

RITA」、「利他育」の一環で実施している「木鶏会×RITA」の発表、最後に生徒の夢の発表を行いました。 

３年生は、「My Dream」の発表。この感動は、拙い文章や写真では伝わりません！ 

 

 

 

 

 

 

10/27（日）【 秋のスポーツ大会（交流行事 2 日目） 】 

夢プロジェクトに続き全国の RITA 生の交流行事 2 日目。今回は、ドッジボールです！ 

本校、リタ学園館の生徒の混合チームで行い、体育館は熱気と笑いに包まれていました。 

リタ学習館の皆さん、遠くから香川に来て頂き、大変お疲れ様でした。また、会える日を楽しみにしています！ 

 

 

 

 

 

10/31（木）【 ハロウィン町内清掃（今年はひと味違うぜ！！） 】 

今年も恒例のハロウィン清掃を行いました。日頃お世話になっている多度津町に感謝の心を込めての清掃活動

です。 

今年の生徒の仮装は、過去最高のクオリティ！！！なんと手作り衣装のキングダムの王騎将軍。進撃の巨人の

リヴァイ兵長、カビゴンなど、今までとは一味違うハロウィンとなりました。 

今年も多度津町内が笑いに包まれました。もちろんゴミもなくなりスッキリです！ 皆さん、お疲れ様でした！！ 
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11/9（土）【第 4 回 RITA 祭 （多度津の鍋ホルうどん VS 福島のなみえ焼そばの決着は如何に！？）】 

いつもお世話になっているマルシェの方々やひみつきちてつや様、山根様、美味しいバームクーヘンやお塩の販

売を提供して頂いた仁尾興産株式会社様、鍋ホルうどんのレクチャーをして頂いた多度津ライオンズクラブの皆様、

多くの方々のご協力のもと盛大に開催することができました。心より深く御礼申し上げます。 

さて、今回の目玉のひとつである なみえ焼きそば vs 鍋ホルうどんでしたが、鍋ホルうどんが圧勝しました！  

なみえ焼きそばも完売し、急遽材料を購入して通常の焼きそばを追加販売するという盛況ぶりでした。 

ステージでは生徒や卒業生の LIVE や丸亀吹奏楽団の演奏が行われました。発表する姿がステキでした。 

生徒たちのゲームブースや手話ブースも多くの子どもに喜んで頂き、沢山の笑顔を見ることができました！ 

ご来校いただきました皆様、ありがとうございました。来年の RITA 祭も楽しみにしていてください。 

 

 

 

 

 

 

11/23（土）【 DUNLOP 四国新人シングルス Championship テニス大会（かっこよかったです！） 】 

高知県春野総合運動公園にてテニス（シングルス）の大会が行われました。 

足を負傷している中試合を行い、ハラハラドキドキしながら試合を観戦しておりましたが、なんと全勝しました！！ 

しかし足がかなりダメージを負っていたため、翌日の試合は棄権と致しましたが、今できることを精一杯努めまし

た！とてもかっこよかったです！！本当にお疲れ様でした！ 次に備え、体調を万全にして望んでいきましょう！ 

 

 

 

 

12/20（土）【 クリスマス会 ＆ 木鶏会 】 

クリスマス会ではビンゴ大会やプレゼント交換が行われ、大盛り上がりでした！！ 

田坂先生は S 君が持ってきた THE NORTH FACE のカバンをゲットして大喜びです！ 

午後からは今年最後の木鶏会を実施しました。高松キャンパスや自宅から参加する生徒とオンラインで繋いで

行いました。どの班も楽しそうにフリートークで盛り上がっていました！ 令和 7 年からも盛り上げていきましょう！ 
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2/28 日（金）【 ボッチャ大会 】 

恒例のポッチャ大会。障がい学習の特別活動として、今年で 3 年目になります。今年も「デイサービスゆず」の

方々をお招きしました。高松キャンパスの生徒や保護者の方等も参加していただき、笑いの空間になっていました。

昨年と同様、笑顔で溢れながら終えることができました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/9（土）【 令和 6 年度 卒業式 ㊗ 】 

  先日の寒波が和らぎ、澄み渡る青空の下、金剛禅総本山少林寺講堂において令和 6 年度卒業式が挙行されま

した。RITA 学園高等学校二期生である 51 名の卒業式です。 

奈良、神戸、そしてオンライン生の自宅と中継で繋いでの実施です。本校は広域通信制でありますが、全国の生

徒が一堂に会して卒業式を迎えることができました。 

多度津町長、教育長をはじめ、本校の応援サポート企業の経営者の方々も来賓として参加してくださいました。 

本学園の理事であり株式会社宮田運輸代表取締役会長の宮田博文様からは、卒業生に対し我が国の希望であり

宝であると熱いエールをいただきました。また、4 月から卒業生が就職する株式会社小林鉄工所代表取締役社長

の小林鉄平様からは後悔しない生き方を卒業生たちに伝えていただきました。 

卒業生の皆さん、人生は必ず幾多困難な場面に遭遇しますが、どうかそんな時は利他の心を持って、苦しい時こ

そ周りを照らしていけるよう頑張ってください。 

ご卒業、心よりおめでとうございます。皆様の今後のご活躍に期待しています。 
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11/23(土) 紅葉祭 

文化祭（紅葉祭）が奈良学習館で行われました！ 

各学年の文化祭実行委員が中心となり、焼き鳥を始め、唐揚げやクレープ、ベビーカステラ、キッチンカー、保護者の

豚汁、バザー２階ではダーツや射的など様々な模擬店があり、本学園の関係者だけでなく、ご近所様など多くの方の

ご来場がありました！ 

生徒主体で作り上げた文化祭。準備の段階では様々な意見がありとても大変でしたが、「文化祭を成功させる」とい

う一つの目標に向かい一生懸命準備してきました。お陰様で、大盛況で終わることができました！ 

 

 

 

 

 

 1/10(金)体育集中授業 

近くのラウンドワンのスポッチャに体育集中授業として行ってきました！ 

普段の授業では、中々体を動かす機会あまりないのですが、学年で遊ぶ姿や学年を越えて遊ぶ姿などが見受けられ

ました。 他の学習館の生徒とも交流が出来て楽しそうでした！   生徒だけでなく教員も共に楽しめました！ 

 

 

 

 

2/14～2/28  職場体験 

職場体験に 1年生と 2年生が行ってきました！ 

今年はなんと １１社の企業様が受け入れてくださりました。 

実際に社会に触れる貴重な体験が高校生でできるのは大変いい機会だと思います。 

体験に行く前は緊張している生徒もいましたが、体験後に生徒から話を聞くと「勉強になった」「また機会があれば行

きたい」などの声がありました。このような体験を通じて学習館では学べないことを経験したと思います。 

地域の企業様、応援企業様、お忙しい中受け入れて下さり本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

【受け入れてくださった企業様一覧】 

  ていくあい有限会社様・奈良こども館様・株式会社 epo様・HIRAKUホールディングス株式会社様・ 

office masui様・株式会社フェイス様・べっぴん奈良漬け様・花神総本店様・I.S.コンサルティング様・奈良東病院

ふれあいの里様・社会福祉法人ぷろぼの様 

リタ学園 奈良学習館 
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3/10（月）リタ学園卒業式 

前日に本校の卒業式を行い、10日にリタ学園奈良学習館の卒業式を行ました。 

会場は終始深い感動に包まれていました。  送辞は生徒会長の 2年生から。答辞は元生徒会副会長の 3年生から

でした。答辞では今までお世話になった教員全員へ一言ずつ話してくれ、教員一同感動し、涙していました。退場の

際には、生徒から保護者へ感謝の気持ちを伝えて一凛の花束を渡しました。生まれてから今までの感謝を涙ながら

伝えていた生徒もいました。ご来賓頂いた皆様方、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

10/2（水） 企業見学「グループホーム愛 鈴蘭台」 

  キャリア学習の一環として、高齢者介護施設「グループホーム愛 鈴蘭台」様を見学させていただきました。利用者

様へのレクリエーションの企画・運営をさせていただき、また介護という仕事の大変さ、やりがいについてのお話も伺う

ことができました。 

 

 

 

10/31（木） ハロウィン清掃 

ハロウィンにちなみ、教職員と生徒が仮装して神戸市の町のボランティア清掃に繰り出しました。町の人たちからは

驚かれたかもしれませんが、中には「ご苦労様！」とお声がけいただく機会もあり、大変良い経験ができました。清掃

終了後は、教室内で仮装したままお菓子パーティーを行いました。 

 

 

 

11/12（火）須磨シーワールド訪問 

生徒からの希望もあり、校外学習として須磨シーワールドを訪問しました。川から海まで水が流れる過程を見るこ

とができたり、大迫力のシャチのパフォーマンスがあったりと、学びと思い出作りが両立されたよい一日になりました。 

 

 

 

リタ学園 神戸学習館 



6 

12/１３（金） 遠足「布引の滝」 

生徒教職員で、滝を見に遠足へ行ってきました！道中はほぼ登山であり、日頃運動をしていない生徒と教職員にと

っては中々ハードな催しとなりましたが、頂上からの景色は格別でした。帰りはロープウェーで下山。初めて乗った生

徒もおり、「怖いー！」とはしゃぎながら帰路につきました。 

 

 

 

10 月 夢プロジェクトへ参加（於：四国学院大学 善通寺市） 

夢プロジェクトは、RITA 学園高等学校の恒例イベントで、生徒が自分の夢や利他の心を発表する機会です。一

般公開されており、入場無料です。 

高松キャンパスの生徒は、エレクトロニクス技術を核として、メカトロ、光学、バイオ、通信技術など多彩な技術を

結集し、製品開発を行なっている（株）レクザム様を訪問させて 

いただき、会社内の「利他」を」たくさん見つけさせていただきました。 

下の写真はその時の発表の様子とレクザムの皆さんとの記念写真です。 

お忙しい中駆けつけてくださいましたレクザムの皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

11 月 RITA 祭へ参加（於：RITA 学園本校） 

RITA 祭は秋の恒例イベントで、マルシェやライブ、生徒によるブースや作品

展示などが行われます。高松キャンパスの生徒は『RITA ZOO』の店名で飲料

販売を行いました。 

当日お越しいただいた皆様にお買い上げいただき、完売となりました。 

売上金は、多度津町社会福祉協議会、福島県浪江町、石川県の被災地の方

に全額寄付させていただきました。皆様のおかげで、「利他」を実践できました。ありがとうございました。 

 

12 月 特別活動 散策（栗林公園 高松市） 

高松キャンパス独自のイベントとして、高松市の特別名勝、栗林公園を散策しました。 

当日は天候にも恵まれ、素晴らしい風景を堪能しました。 
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令和３年４月に開校したRITA学園高等学校。令和７年３月１０日、RITA学園高等学校第２期卒業生５１名が

自分の無限の可能性を信じ、羽ばたいていきました。 

表彰された生徒達を紹介します。 

 

 

お父さんとお母さんのサポートのおかげで学校に通う事が出来て今回卒業することが

出来て良かったです。 

お世話になった中学校の先生方にも卒業の知らせが行っているということで、少しで

も現状を伝えられたのかなと思い嬉しいです。 

RITA学園に入学して知った利他の心が僕の考え方と一致したことによって色々な活

動に参加させて頂き、理事長賞を受賞出来たことに感謝します。3年間ありがとうござい

ました。                                 オンラインスタイル 中野克紀 

 

このたび卒業式にて表彰していただき、仕事と学業の両立をがんばって本当に良かっ

たなと思うとともに名誉ながら少し気恥ずかしいような思いです。仕事では夜勤をしなが

ら通学していましたが、先生方の細やかなサポートや同級生たちとの交流などたくさんの

ことに元気づけられてここまでくることができたと感じています。この表彰は私 1 人の力

ではなく周りの方々のサポートがあってこそのものだと感じ、感謝の気持ちでいっぱいで

す。 

私はみんなより 3 年遅れでの入学となりましたが、在学中年上の私にもたくさん話しかけてくれて友達を

作ることもできて、同じ校舎に通う仲間たちとの沢山の思い出ができました。その中でも特に記憶に残って

いるのがスポーツ大会です。私は不登校だったのでこのような行事に参加したことがほとんどなく、一番記憶

に残るぐらいの楽しさがありました。RITA 学園での経験や学んだことをこれからの人生に生かしていこうと

思います。 本当に 3年間お世話になりました。                   オンラインスタイル 木村 優夏 

 

 

生徒会活動功労者賞をいただき、驚きと感謝の気持ちでいっぱいです。自分は意見を

あまり述べていなかったので、表彰されるとは思っていませんでした。最後に、大谷翔平

選手の言葉を贈りたいと思います。好きなことに努力すれば、成長と成功に繋がります。

皆さんも、ぜひ好きなことを見つけて努力してみてください。  集団スタイル 岩熊 奏  

 

 

特集① RITA 学園高等学校第２期生卒業！ 

 

学校法人利他学園理事長賞 

 

全国高等学校通信制教育研究会会長賞 

 

全国高等学校定時制通信制教育振興会表彰 生徒会活動功労者 
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入学当初は不安な事も多くありましたが、先生方や家族のサポートのおかげで無事卒業を

迎えることができ、このような賞まで頂く事ができました。ご指導いただいた先生方には心

から感謝しております。 

今後も学園での経験を活かし、自分なりに努力していきたいと思います。 

オンラインスタイル 沼田 唯那 

 

 

 

もともと県立の通信制高校に通っていましたが、自学自習で進めてゆく難しさに悩んでい

ました。そんな時、RITA学園に通っていた兄から、学校の先生が寄り添ってくれるから安心

だということを聞き、母親と訪ねると兄の言葉通り雰囲気の良いところが気に入りました。

そして転入学を決めたのです。スクーリングや様々な学校行事やイベントは楽しく体験でき

ました、登校がない日はアルバイトに励み、提出期限を守ってレポートを作成する習慣も身

につきました。RITA 学園は先生方のサポートが手厚く、学校と自分の時間の使い分けがで

きるので、いろいろなことにチャレンジできました。      オンラインスタイル 西島 望礼                         

 

 

僕は 3月 9日に、この「RITA学園高等学校」を卒業しました。 

この 3年間は長いようでとても短いものでした。 

毎日のように会っていたクラスメイトに会わなくなった時、改めて「卒業したんだな」と実

感しました。 

大好きな学校の皆と離れるのはとても寂しいですが、先生方や生徒達と共に学んだこと

を誇りに思い、進学した後も全力で精進します。 

また、学校体育優秀者表彰を受賞した時には、RITA 学園高等学校で励んできた 3 年間の少林寺拳法、「努

力」が認められたと実感でき、とても嬉しく思いました。 

僕はこの大切な母校を離れても少林寺拳法を続け、自分をさらに磨き、成長させていきます。本当に 3 年間

お世話になりました。ありがとうございました。                 登校スタイル 遠藤 築 

 

 

 

 

 

全国高等学校定時制通信制教育振興会表彰 修学優秀者 

 

 

香川県高等学校定時制通信制教育振興会表彰 

 

学校体育優秀者表彰 
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株式会社パパベル 

代表取締役社長 辻 清司 

 

人生には色んなことがあります。これでダメだとか、終わりだとか挫けずに諦めず、

一歩一歩前へ進んでください。必ず夜明けは訪れ、輝く太陽が昇ります。RITA 学園

で素晴らしい出会いと未来をつかんでください。 

R6 オンラインスタイル卒業生 北川 沙奈 

高校3年生のときにRITA学園高校へ転入しました。最初は不安でしたが、先生方

が丁寧に教えてくださり、レポートや試験も頑張ることができ、無事に卒業できました。就職を希望していたの

で相談すると、応援企業を紹介してもらい、見学後に就職を決めました。働き始めてからは先輩方も優しく、毎

日が楽しいです。就職活動をサポートしてくださった先生方にとても感謝しています。 

   

株式会社小林鉄工所   

代表取締役社長 小林鉄平 

 

私の会社は鉄工所なので、学校生活のなかでは普段はあまりなじみがない

職業だと思います。本社では、高校を卒業された方なら誰でも働ける環境を整

え、丁寧に指導してくれる先輩多数います。入社後は働きながら色々な資格を

取得します。今、本社は様々なことに挑戦しています。人には、それぞれ能力が

あり、その能力を活かせる時が必ずくると私は信じています。諦めずに努力し

ていれば、必ず誰かがその姿を見てくれています。 

我々はそういう人を応援しています。 

R6 登校スタイル卒業生 竹内暖人 

僕は３年生の時にオンラインスタイルから先生の勧めで登校スタイルに変わりました。最初ちょっと不安があ

ったのですが、先生のアドバイスや指導を直接受けることができたのでレポートや試験勉強はとてもスムーズ

にできました。また就職指導の先生は、とてもしっかりと話を聞いてくれました。僕は色々なアルバイトを経験

していたのですが、先生に言われて会社見学に行き、そこの社長さんと直接お話をする機会がありました。そこ

で初めて仕事に対するイメージができました。この社長さんのもとでなら続けるという自信が湧いてきました。

今は仕事を覚え体力をつけることに力を入れています。これからも夢を持って仕事を続けていきます。 

 

 

特集② 応援企業、卒業生からのメッセージ 
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カー工房  

代表取締役 鎌田 学 

 

整備・修理・販売をトータルとして、お客様のカーライフを素晴らしいものにしていただくためのサポートを一

緒にできる方を歓迎します。社員同士も仲良く、年齢の壁を感じることなく休み時間や就業後にコミュニケーシ

ョンを取りあっています。わからないことがあっても気軽に相談できるような職場であり、明るく元気のあふれ

た職場づくりをこころがけています。これからも一緒に成長していける会社にして行きたいと思います。 

R6 オンラインスタイル卒業生 富家花恋 

人間関係で学校に行くのが怖くなり、高校三年生になってすぐ転入先を探し、

友人の勧めで見つけたのが RITA 学園高等学校でした。まさか自分が通信制

高校に行くことは思ってもいなかったので、不安に思うことがたくさんありま

した。でも、先生方がとても優しく、友達にするような人間関係の相談からいろ

いろ話を親身になって答えを出してくれる先生方ばかりで嬉しかったです。就職で困っていると、先生から「こ

ういう会社があるから見に行ってみないか」と提案をいただき、すぐにカー工房に見学に行きました。実際に目

の前で働いている受付の人や整備の人たちを見て、「私も車に関わる仕事がしたい」と興味を持ちました。今で

は、カー工房の社員として毎日探り探りではありますが頑張っています。困った事があっても優しい先輩方の

おかげで楽しく仕事ができています。 

 

株式会社仁尾興産 

代表取締役社長 塩田健一 

 

私の会社では多様性を大事にしています。人には得手不得手がありますが苦手なこと出来ないことを矯正す

るより、各人の得意とすることを発掘しそれを伸ばすことに心掛けています。そして「自由に意見を述べ合える

環境を全員で確保します」をモットーとし、たとえ新入社員でも、また環境を全員で確保します」をモットーとし、

たとえ新入社員でも、またそれが仮に間違っていたとしても、それを否定することなく意見を発することが大切

であるという社内風土を築きたいと考えています。仕事を通じて自己実現を図り人間として、社会人として成

長することを願っています。 

R6 オンラインスタイル卒業生 西島 望礼 

応援サポ―ト企業である「株式会社仁尾興産」に入社しました。仕事内容は力を

必要とする作業が多く少し大変ですが、休憩時間も多いので大丈夫です。今は会社

の寮で生活しながら頑張っています。   
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特集③ RITA×FUKUSHIMA 

今年度の修学旅行は、福島県を訪れ、震災の記憶を学ぶと

ともに、地元の産業や自然を体験する貴重な機会となりまし

た。 

 初日は、高松空港から東京へ飛び、バスで福島へ向かいまし

た。最初の訪問先は、浪江町立請戸小学校です。この小学校

は、2011 年の東日本大震災による津波の被害を受けたもの

の、迅速な避難指示により、児童や教職員が無事に避難したこ

とで知られています。校舎は当時のまま保存されており、津波

の痕跡が生々しく残っていました。被災地の現状を生徒たち

自身が自分の目で見て、震災の記憶を次世代へ伝えていくこ

との大切さを考える機会となりました。 

 次に、本校の応援サポート企業である株式会社宮田運輸 福

島事業所（富岡町）を訪問しました。ここでは、建野成恒常務よ

り、福島事業所設立の経緯や、物流の仕組み、震災後の復興支

援における運送業の役割についてお話を伺いました。 

震災により被災地の物流は停滞し、人口減少による採算の

悪化から大手企業は次々と撤退を決めましたそうです。しか

し、そこには震災後も生活を続ける地元の人々の姿があり、採

算を度外視してでも、誰かが支え続ける必要がありました。 

役場から相談を受けた際、当時社長だった宮田会長と副社

長（現社長）は即座に「やります」と快諾。建野常務も同じ想い

を抱きつつ、「企業のセオリーとしてあり得ない決断ですが、本

当にやるのですか？」と問いかけました。すると、副社長は「人

と人が繋がれば、必ず良い結果になる」と力強く答えたといい

ます。 

 

 

 

 

初の飛行機でドキドキ･･･ 

東京から福島へ！ 

現実とは思えない･･･ 

復興への熱い想いを感じるな 
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「人と人との心のつながりが復興に結び付く」 

震災の記憶を持たない生徒たちは、この言葉に真剣に耳を傾け

ていました。 

 

 その後、宿泊先である裏磐梯レイクリゾート五色の森へ移動しま

した。長旅の疲れを温泉と食事で癒し、翌日のアクティビティに備

えました。 

 二日目は、星野リゾートネコママウンテンでスキー体験を行いま

した。初めてスキーをする生徒も多く、インストラクターの指導の

もと、雪の上を滑る楽しさを味わいました。雪質の良さもあり、初

心者でも安心して楽しめる環境でした。 

 スキー組以外の生徒は湖に移動し、ワカサギ釣りに挑戦しまし

た。寒さの中でじっと糸を垂れる時間は、都会では味わえない静

かなひとときでした。釣れたワカサギはその場で天ぷらにして味

わい、新鮮な美味しさを堪能しました。 

 

  今回の修学旅行では、震災の記憶を学ぶとともに、福島の自

然や産業に触れることができました。また、実際に現地を訪れる

ことで、ニュースや資料では得られないリアルな理解を深めるこ

とにも繋がりました。震災の教訓を胸に刻みつつ、今後の生活に

も活かしていきたいと思います。 

 

今回の修学旅行にご協力いただいた関係者各位に、この場を

お借りして深く御礼申し上げます。 

 

よろしくお願いします！ 

難しいけど楽しい～！ 

ありがとうございました！ 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集④ 地域の関わり 

今
回
は
、
う
ど
ん
学
会
会
長
の
武
林

正
樹
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
で

す
。 

テ
ー
マ
は…

…
 

「
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
の
新
天
地
」 

 

多
度
津
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
鍋
ホ

ル
う
ど
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
す
か
？ 

 

武
林 

あ
る
精
肉
店
の
店
が
、
国
鉄
の

四
国
工
場
、
今
の
Ｊ
Ｒ
四
国
の
工
場
の

近
く
に
あ
り
、
そ
こ
の
親
父
さ
ん
が
、

焼
肉
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
美
味
し
い

け
ど
当
時
は
高
く
て
滅
多
に
食
べ
ら
れ

な
い
。
そ
れ
で
、
焼
肉
で
肉
を
作
る
時

に
出
る
ホ
ル
モ
ン
を
、
煮
込
み
や
ホ
ル

モ
ン
鍋
に
し
て
、
締
め
に
う
ど
ん
を
入

れ
た
の
が
非
常
に
好
評
で
し
た
。 

そ
し
て
、
２
０
年
前
ほ
ど
前
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
停
滞
期
で
、
な
ん
と

か
活
性
化
し
た
く
、
と
に
か
く
難
し
い

こ
と
は
考
え
な
い
で
、
町
お
こ
し
＝
ラ

イ
オ
ン
ズ
と
考
え
て
、
そ
こ
に
鍋
ホ
ル

う
ど
ん
で
町
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
の
が
最
初
の
き
っ
か
け
で
す
。 

 

こ
の
度
は
、
本
学
園
が
多
度
津
の
文
化
を

引
き
継
い
だ
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
本
校

の
方
へ
文
化
継
承
し
て
い
た
だ
い
た
の

か
、
そ
の
時
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

 

武
林 

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
で
引

き
継
ぐ
の
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
年

齢
的
な
限
界
も
あ
り
ま
し
た
。
当
初

我
々
が
狙
っ
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活

性
化
が
、
一
段
落
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

や
り
手
の
方
を
探
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
に
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
さ
ん
が
突
如
と

し
て
現
れ
、
前
校
長
先
生
と
い
ろ
い
ろ

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園

で
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
が
で
き
な
い
か
な

と
。
高
校
生
だ
か
ら
若
く
て
、
毎
年
変

わ
っ
て
い
く
。
同
じ
人
が
ず
っ
と
受
け

持
つ
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
も
し
ま
す
し
、

考
え
方
で
も
傲
慢
に
も
な
り
ま
す
。
新

し
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
よ
う

な
仕
組
み
が
多
度
津
に
あ
る
と
い
う
の

が
一
番
良
い
な
と
思
い
、
そ
れ
で
お
願

い
し
ま
し
た
。 

 
今
の
味
を
守
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
に

発
展
さ
せ
て
い
く
方
が
よ
ろ
し
い
の
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

武
林 

食
べ
物
も
進
化
さ
せ
な
い
と
、

そ
の
時
代
に
合
っ
た
味
は
出
て
こ
な

い
。
当
初
は
鍋
の
締
め
の
う
ど
ん
で
、

そ
れ
を
鍋
ホ
ル
う
ど
ん
に
し
た
の
も
進

化
で
す
。
で
す
か
ら
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
さ

ん
に
引
き
継
い
で
も
ら
っ
た
上
は
、
お

客
さ
ん
に
「
お
い
し
い
な
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
味
で
あ
る
な
ら
ば
、

進
化
さ
せ
て
い
く
の
は
結
構
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

た
だ
お
願
い
し
た
い
の
は
、
う
ど
ん
と

和
牛
ホ
ル
モ
ン
。
こ
れ
は
守
っ
て
ほ
し

い
。 

引
き
継
ぎ
で
、
主
に
高
校
生
に
、
何
か
期

待
す
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
？ 

 

武
林 

ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
し

て
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
を
活
性
化
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
世
の
中
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
か
は
出
し
て
み
る
ま
で
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
終
的
に
お
客
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
続
く
と
思
い

ま
す
。
そ
の
過
程
が
教
育
に
繋
が
れ
ば
、

鍋
ホ
ル
う
ど
ん
も
引
き
継
い
だ
値
打
ち

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。 
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で
き
れ
ば
、
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
の
教

え
と
い
う
の
が
間
違
い
な
い
こ
と
が
ま

ず
社
会
的
に
証
明
さ
れ
て
、
信
頼
を
受

け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
の
方
向
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

理
事
長 

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
我
々

が
大
切
に
し
て
い
る
利
他
的
な
考
え
方

が
す
ご
く
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ま
ず
こ
の
考
え
方
、
心
を
大

切
に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
な
学
園
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

参
与 

「
関
係
性
」
と
「
プ
ロ
セ
ス
」

を
大
事
に
し
て
い
く
。
山
下
校
長
の
元

で
私
も
微
力
で
す
け
ど
、
全
員
が
ク
ル

ー
と
な
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
海
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
。 

校
長 

利
他
の
教
え
を
、
利
他
の
心
を

持
っ
て
育
て
、
生
徒
の
持
っ
て
い
る
心

を
磨
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く

社
会
貢
献
で
き
る
。
先
生
方
も
使
命
感

を
持
っ
て
教
育
す
る
。
生
徒
に
も
っ
と

自
分
の
良
さ
を
発
見
し
て
も
ら
え
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
を
、
日

本
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
に
し
た

い
。
世
界
か
ら
こ
の
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
っ

て
い
う
の
は
本
当
に
す
ご
い
ね
と
。
理

想
で
す
け
ど
も
そ
う
い
う
学
校
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
の
抱
負
で

す
。 

 

今
回
は
、
前
校
長
小
野
参
与
と
山
下

校
長
、
今
井
理
事
長
と
の
対
談
で
す
。 

テ
ー
マ
は…

…
 

「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
抱

負
」 

 

小
野
参
与
、
４
年
間
振
り
返
っ
て
い
か
が

で
し
た
か
で
し
ょ
う
か
？ 

参
与 

こ
の
４
年
間
で
利
他
に
つ
い
て

す
ご
く
勉
強
し
て
、
宝
石
箱
の
よ
う
な

人
生
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

 

山
下
校
長
、
副
校
長
と
し
て
仕
え
て
い
る

時
と
お
気
持
ち
に
変
化
は
あ
り
ま
す

か
？ 

校
長 

副
校
長
の
時
は
、
全
て
前
小
野

校
長
の
元
に
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
し
た 

 

け
ど
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
と
い
う
こ
の
看
板
を

背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
、
責
任
感
は
違

い
ま
す
。 

 

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学
園
が
５
年
目
を
迎
え
ま
し

て
、
理
事
長
が
新
校
長
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
学
園
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

理
事
長 

禅
林
学
園
か
ら
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
学

園
へ
の
移
行
部
分
で
、
こ
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
今
ま
で
以
上
に
い
ろ
ん
な

繋
が
り
を
力
に
し
て
い
き
な
が
ら
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

参
与 

生
徒
数
と
い
う
の
は
学
校
の
信

頼
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
数
を
、
も
う
１
０
０
０
名
。

だ
か
ら
四
国
で
１
番
の
通
信
制
に
ま
ず

な
っ
て
ほ
し
い
、
な
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
す
ご
く
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

山
下
校
長
は
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て

て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

校
長 

利
他
の
心
を
持
っ
て
社
会
と
繋

が
っ
て
い
け
る
。
ま
た
、
社
会
か
ら
期

待
さ
れ
る
人
財
を
こ
れ
か
ら
入
学
し
て

く
る
子
を
こ
の
学
校
で
教
育
を
受
け
て

磨
い
て
い
く
。
輝
け
る
よ
う
に
し
て
い

く
の
が
我
々
の
使
命
か
な
と
。
そ
れ
が

受
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 
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本校：登校スタイル 
2 年 長野 慧璃座 

  

 

この学校に来て変わった私 

私はこの学校に入学し、いい方向へと変わってきたと思います。1 年生の頃は色々

とあり、学校に登校できない日々が続いていました。そんな私でも仲間思いの学友、

後輩思いの楽しい先輩方、生徒思いの先生、色々な人たちに会うことができました。

1 年生の前期には全然できていなかった勉強や特別活動など後期になるにつれて

徐々にでき、生徒会長に立候補するまでに成長しました。自分の力だけでは、到底

無理だったと思います。今までは自分の事だけを考えて行動し、自分が少しでも楽

になる方向へと進んでいました。 

ですが、その考えをこの学校が変えてくれました。この学校に来て、「利他の心」

というものを学びました。自分の利益よりも他人の利益を優先し、自己犠牲を払っ

てでも尽くそうという心構え、私にとってためになる心得です。 

私にとってこの学校はとても成長できる環境です。自分自身、どうやっても一人で成長するには限界があ

ることを知りました。周りの人と関わる事により、考え方や知識、それぞれを幅広く知りました。 

 今では生徒会長にまでなり、学校や生徒のために行動できる、自身がなかった昔の自分ではなく、様々 

な経験を積み、これからも成長できる環境。これから私がしたいことは自分自身の成長だけでなく、生 

徒や教師、皆が成長できる環境を作っていきたいです。 

ある日の生徒会長、副会長対談 

奈良学習館 生徒会長：黒川維吹  
副 会 長：太田一成 

黒：人数増えたよね 

太：そうだよねぇ 

黒：3年 21名、2年 14名、1年 21名の計 56名だもんね 

太：増えたということはいい学習館の点があるからだよね？ 

黒：駅が近いし、始業がゆっくりだし、ＰＳ５もスイッチも複数台あるしね。 

太：思い返せば、ゲーム機があるのは入学の材料になったなぁ。 

早いものでもう三年だね。 

黒：そういえば人前に出るのが苦手だったのに、 

夢プロでは、みんなの前で堂々とベース弾いて発表してたもんね。 

太：それはこれまでに未来会議も含め、たくさんの学外木鶏会に参加するチャンスを 

与えてもらったからかなぁ。  

黒：うん。俺もたくさん参加のチャンスもらったなぁ 

太：自分自身のことは、なかなか美点凝視できないけれど 

人の良いところは見えるようになったかな 

黒：確かに。生徒会でもそれが生きたのかもしれない。 

太：クラスの仲間のこともね。先生方もよく協力してくれたし。 

先生と生徒との関係の距離が近いかもしれない。 

黒：担任のＭ先生がゆるキャラみたいだから、生徒との距離が近く感じたのかも(笑) 

これから進路決めるのに忙しくなるけど、生徒会として、一先輩として、 

卒業までに後輩たちにいいものを残して、もっと良い学園にしていこうね。 

太：うん。協力するよ。みんなで未来に残るいい学園を作っていこう。 

～～～クククラララスススののの窓窓窓かかかららら～～～   
  

    ♪♪♪ 生徒の思い Vol.8♪♪♪ 
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～新任教員紹介～ 

☆本校 

・小林 未季（こばやし みき）先生  

このたび、RITA学園高等学校本校に着任いたしました。小林と申します。 

担当教科は国語です。 

生徒の皆さんが、言葉や表現の面白さに気づくきっかけを提供できるよう、日々の授業を頑張ってま

いります。 よろしくお願いいたします。 

 

 ・高橋 龍司（たかはし りゅうじ）職員 

少しずつ成長して、先生方のサポートに励み、RITA学園に貢献できるように顔晴ります‼︎ 

（なぜ頑張るが顔晴るの漢字なのかは、顔から笑顔がなくならない範囲でがんばるという意味だからで

す） 

 

◇リタ学園奈良学習館 

・平井 孝司（ひらい たかし）先生    ２年生担任 担当教科：英語 

昨年度、1月より奈良学習館で英語教員として、任用頂きました、平井孝司と申します。 

大学、専門学校、高等学校での教員生活３０年に加え、塾・貿易会社経営、ホテル、観光、インバ

ウンドサービス、EC、など様々な仕事を経験してまいりました。リタ学園では、常に学生、保護者目

線に立ち、寄り添い、ともに成長していきたいと思っています。 

 

・小柳 泰輔（こやなぎ たいすけ）先生 １年生担任 担当教科：社会 

今年度より奈良学習館に着任させていただくことになりました。小柳泰輔と申します。 

自分らしさをフルに発揮しながら生徒と共に成長できることがとても楽しみです。 

よろしくお願いします。 

 

◇リタ学園神戸学習館 

・平井 さくら（ひらい さくら）先生 全学年担任 

この度、神戸学習館でお世話になることになりました、平井さくらと申します。 

以前は奈良学習館にて勤務しており、そこでの経験を活かしながら、神戸でも精一杯頑張っていき

たいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします！ 

 

新生 RITA 学園高等学校 
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徳武産業株式会社 様 

 宮田運輸株式会社 様 
株式会社宮田トラフィック 様 

               きずな保育園 様               株式会社ハッピーマーク 様 

              淀川加工印刷株式会社 様           オクト株式会社 様 

                株式会社ターン 様                   株式会社リブート 様 

         

税理士法人 ACE あかり事務所                花園特殊車輌株式会社 様 

                                 有限会社トレモア・プランニング 様            株式会社ユニーク 様 

 株式会社 I.S.コンサルティング 様             ホームページテック株式会社 様 

               株式会社森鋼材 様                  株式会社 zer0tech 様 

               小野シャンブル株式会社 様             四国計測工業株式会社 様 

                  株式会社メリックス 様               株式会社イング 様 

               株式会社アーストレック 様              コウマスター株式会社 様 

          株式会社泰宏産業 様                 有限会社湯浅鈑金工作所 様 

               少林寺拳法グループ 様              有限会社ゲイル 様 

        株式会社 GGP 様           株式会社藤田工業 様 

               西岡商事株式会社 様               ユニコム株式会社 様 

 株式会社グッドプランニング 様  株式会社ギフティア 様 

    株式会社小倉開発 様             中橋産業株式会社 様 

 株式会社フェイス 様  有限会社生島興業 様 

 株式会社フジタカ 様  株式会社高松ホットスタンプ 様 

 株式会社ラボ 様  株式会社阿北自動車教習所 様 

 株式会社パパベル 様  株式会社シロヤ 様 

 同和エレベータ工業株式会社 様  株式会社 喜多猿八 様 

 株式会社サンセイ 様  有限会社 井上誠耕園 様 

 千商ハウス株式会社 様  マルトク家具ベット専門店 様 

 大峰堂薬品工業株式会社 様  株式会社セントレディス 様 

 株式会社エーエス 様  株式会社永野基礎 様 

 仁尾興産株式会社 様  林田塩産株式会社 様 

 有限会社村上興業 様  株式会社クリエイト 様 

 株式会社ヤマシタ 様  株式会社三恒 様 

 ナカタ産業株式会社 様  株式会社渋谷製作所 様 

 北野工業株式会社 様  丸亀市民吹楽団 様 

 株式会社小林鉄工所 様  株式会社 エフエーエス 様 

 株式会社特機コールドサービス様  株式会社アクアス 様 

 株式会社ブランエステート 様  エムタブ株式会社様 

㈱共和商会 様    株式会社カシン 様    株式会社ダイトー 様   山下モータプール 様    

 

 

応援サポート企業様一覧(順不同) 
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Vol.8 

 お陰様を持ちまして RITA 学園高等学校は開校５年目を突き進んでいます。今号でも紹介しま

したがフレッシュなヤングも入社し、本紙の校正にも携わってもらいました。紙面にヤングなセ

ンスが垣間見れると思います。さて、前号の編集後記で編集者「髙見 久」とは誰？とクイズを

出しました。答えは「髙」は髙橋直美事務長、「見」は人見敏史教頭、そして「久」は山下久夫

校長の、各一字ずつを取って「髙見 久」です。３人合わせて１６８歳。フレッシュなヤングに

まだまだ負けてなるものかと、今年からギアをオーバートップに入れました。 

機関誌編集委員会 髙見 久 

 
永田 義雄 様    久保 貴志 様     小池 由久 様  十河 孝男 様   藤本 博之 様 

石田  明 様    野澤  卓央 様    坂下 充 様   秋岡 裕子 様   松本 洋子 様   平峰 重芳 様 

 

 

◆未来共育基金 令和6年度 収支報告  
皆様からのご寄附感謝いたします。 

     （円） 

収    入 支  出 

科 目 金 額 備 考 科 目 金 額 備 考 

寄附金(企業) 2,678,900  40 社(内継続 29 社) 総体等奨励金 41,049  
少林寺拳法インターハイ 

四国テニス 

寄附金(個人) 671,000  延べ 12 人 「致知」購入補助 1,874,550    

利息 4,645    全国木鶏会等 422,366  
全国木鶏会 

社内木鶏会神戸 

合  計 3,354,545    合  計 2,337,965    

 

 

 

 

 

 

月に一度、RITA学園の教職員だけでなく、本校の理念に賛同してくださる大学教授や企業経営者、様々な

支援活動をされている方々と共に、生徒たちの未来に対して、私たちが何をすべきかを皆で対話し、共に学びます。

この会議には、どなたでも参加できます。ぜひ、ご参加ください！！   

毎回、ご参加いただている街の応援団の一人、内海裕子さんから暖かい応援メッセージをいただきました。 

 

 

応援サポータ様一覧(順不同) 

未来会議のご案内 
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〒764-0015 香川県仲多度郡多度津町西浜１２－４４ 

TEL : 0877-32-3000  FAX: 0877-32-3236  

info@rita.ed.jp 

https://www.rita.ed.jp/ 

 

 

学校法人 利他学園 

HP 


